
昭
和
三
十
五
年
農
林
省
令
第
十
八
号

養
鶏
振
興
法
施
行
規
則

養
鶏
振
興
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
四
十
九
号
）
の

規
定
に
基
づ
き
、
及
び
同
法
を
実
施
す
る
た
め
、
養
鶏
振

興
法
施
行
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

（
標
準
鶏
の
特
徴
）

第
一
条
　
養
鶏
振
興
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
二

条
第
一
項
の
外
形
上
の
特
徴
で
農
林
水
産
省
令
で
定
め

る
も
の
は
、
別
表
の
品
種
の
欄
に
掲
げ
る
鶏
の
品
種
の

区
分
に
応
じ
、
と
さ
か
、
顔
、
眼
、
じ
だ
、
肉
垂
、
く

ち
ば
し
、
羽
装
、
羽
毛
、
翼
、
尾
、
背
、
胸
、
す
ね
及

び
ゆ
び
、
け
づ
め
、
つ
め
並
び
に
あ
し
の
う
ら
が
そ
れ

ぞ
れ
同
表
の
相
当
欄
に
掲
げ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
と
す

る
。

（
交
配
可
能
の
状
態
に
お
く
場
合
の
条
件
等
）

第
二
条
　
鶏
の
雌
を
法
第
二
条
第
二
項
の
交
配
可
能
の
状

態
に
お
く
場
合
に
は
、
鶏
の
雄
は
、
生
後
六
月
以
上
の

も
の
と
し
、
鶏
の
雄
と
雌
と
の
割
合
は
、
鶏
の
雄
一
羽

に
つ
き
鶏
の
雌
二
十
羽
以
内
と
す
る
も
の
と
す
る
。

第
三
条
　
法
第
二
条
第
二
項
の
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る

期
間
は
、
鶏
の
雌
が
同
項
の
交
配
可
能
の
状
態
に
お
か

れ
た
日
の
二
日
後
か
ら
、
そ
の
状
態
が
終
了
し
た
日
か

ら
四
日
を
経
過
し
た
日
ま
で
と
す
る
。

（
種
卵
に
関
す
る
表
示
）

第
四
条
　
法
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
表
示
は
、
種

卵
に
附
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
卵
殻
に
ス
タ
ン

プ
を
押
し
て
す
る
も
の
と
し
、
種
卵
の
容
器
包
装
に
附

す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
表
面
に
票
せ
ん
を
ち
よ

う
附
し
て
す
る
も
の
と
す
る
。

２
　
法
第
三
条
第
一
項
の
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
様
式

は
、
別
記
様
式
第
一
号
の
と
お
り
と
す
る
。

（
鶏
の
ひ
な
に
関
す
る
表
示
）

第
五
条
　
法
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
表
示
は
、
鶏

の
ひ
な
に
附
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
鶏
の
ひ
な
に
翼

帯
を
附
し
て
す
る
も
の
と
し
、
鶏
の
ひ
な
の
容
器
包
装

に
附
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
表
面
に
票
せ
ん
を

ち
よ
う
附
し
て
す
る
も
の
と
す
る
。

２
　
法
第
三
条
第
二
項
の
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
様
式

は
、
別
記
様
式
第
二
号
の
と
お
り
と
す
る
。

（
標
準
鶏
の
認
定
の
申
請
）

第
六
条
　
法
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
標
準
鶏
の
認

定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
別
記
様
式
第
三
号
に
よ

る
申
請
書
を
そ
の
申
請
に
係
る
鶏
の
飼
養
施
設
の
所
在

地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

（
標
準
鶏
の
標
識
）

第
七
条
　
法
第
五
条
第
二
項
の
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る

標
識
は
、
別
記
様
式
第
四
号
に
よ
る
脚
帯
と
す
る
。

（
ふ
化
場
の
施
設
）

第
八
条
　
法
第
七
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
項
第
三
号

の
ふ
化
場
の
施
設
で
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
も
の

は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
ふ
卵
舎

二
　
ふ
卵
器

三
　
消
毒
用
施
設

（
ふ
化
場
の
施
設
の
基
準
）

第
九
条
　
法
第
七
条
第
一
項
第
一
号
の
農
林
水
産
省
令
で

定
め
る
基
準
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
ふ
化
場
の

施
設
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ

る
と
お
り
と
す
る
。

　

ふ

化

場

の

施

設

基
準

ふ

卵

舎

１
　
健
康
な
ひ
な
を
生
産
す
る
の
に
十
分
な
換
気

を
す
る
こ
と
が
で
き
る
構
造
で
あ
る
こ
と
。

２
　
床
面
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
敷
、
板
敷
又
は
そ

の
他
清
掃
及
び
消
毒
の
容
易
な
材
料
を
用
い
た
も

の
で
あ
る
こ
と
。

３
　
育
す
う
施
設
が
お
か
れ
て
い
な
い
こ
と
。

ふ

卵

器

健
康
な
ひ
な
を
生
産
す
る
の
に
十
分
な
温
度
、
湿

度
及
び
換
気
の
調
整
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
構
造

で
あ
る
こ
と
。

消

毒

用

施

設

ふ
卵
舎
の
出
入
口
に
は
、
消
毒
用
の
踏
込
み
が
設

置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

（
種
卵
の
ふ
化
に
関
す
る
経
験
）

第
十
条
　
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号
の
農
林
水
産
省
令
で

定
め
る
経
験
は
、
種
卵
の
ふ
化
に
従
事
し
た
期
間
が
通

算
し
て
六
月
以
上
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。

（
登
録
申
請
書
の
様
式
等
）

第
十
一
条
　
法
第
七
条
第
一
項
の
書
類
の
様
式
は
、
別
記

様
式
第
五
号
の
と
お
り
と
す
る
。

第
十
二
条
　
法
第
七
条
第
二
項
第
五
号
の
省
令
で
定
め
る

事
項
は
、
ふ
化
場
の
施
設
の
配
置
状
況
と
す
る
。

（
ふ
化
場
の
確
認
の
申
請
）

第
十
三
条
　
法
第
七
条
第
二
項
又
は
法
第
八
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
る
確
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
そ
の
氏

名
及
び
住
所
（
法
人
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
名
称
、
住
所

並
び
に
そ
の
代
表
者
の
氏
名
及
び
当
該
申
請
に
係
る
ふ

化
場
に
つ
い
て
の
当
該
業
務
を
執
行
す
る
役
員
の
氏

名
）
並
び
に
当
該
申
請
に
係
る
ふ
化
場
に
つ
い
て
の
法

第
七
条
第
二
項
第
二
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
事

項
を
記
載
し
た
書
類
を
当
該
ふ
化
場
の
所
在
地
を
管
轄

す
る
都
道
府
県
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
登
記
簿
の
記
載
事
項
）

第
十
四
条
　
法
第
七
条
第
四
項
の
農
林
水
産
省
令
で
定
め

る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
登
録
番
号

二
　
登
録
年
月
日

三
　
氏
名
及
び
住
所
（
法
人
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
名

称
、
住
所
並
び
に
そ
の
代
表
者
の
氏
名
及
び
当
該
業

務
を
執
行
す
る
役
員
の
氏
名
）

四
　
ふ
化
場
の
名
称
及
び
そ
の
所
在
地

（
登
録
の
公
示
）

第
十
五
条
　
法
第
七
条
第
四
項
及
び
法
第
十
条
第
三
項
の

規
定
に
よ
る
公
示
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
附
し
て
す

る
も
の
と
す
る
。

一
　
登
録
番
号

二
　
登
録
年
月
日

三
　
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

四
　
ふ
化
場
の
名
称
及
び
そ
の
所
在
地

（
変
更
の
届
出
）

第
十
六
条
　
法
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、

別
記
様
式
第
六
号
に
よ
る
届
出
書
を
提
出
し
て
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

（
登
録
の
ま
つ
消
）

第
十
七
条
　
都
道
府
県
知
事
は
、
登
録
の
有
効
期
間
が
満

了
し
た
と
き
、
又
は
法
第
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る

届
出
が
あ
つ
た
と
き
は
、
当
該
登
録
を
ま
つ
消
す
る
も

の
と
す
る
。

（
登
録
ふ
化
業
者
の
義
務
）

第
十
八
条
　
法
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
帳
簿
に

記
載
す
べ
き
事
項
は
、
種
卵
の
購
入
先
及
び
品
種
別
購

入
数
量
、
ふ
卵
器
に
入
れ
た
種
卵
の
品
種
別
数
量
及
び

ふ
化
羽
数
、
ふ
化
し
た
鶏
の
ひ
な
の
品
種
別
販
売
数
量

並
び
に
鶏
の
伝
染
性
疾
病
の
予
防
措
置
と
す
る
。

２
　
前
項
の
帳
簿
の
保
存
期
間
は
、
三
年
と
す
る
。

附
　
則

１
　
こ
の
省
令
は
、
養
鶏
振
興
法
の
施
行
の
日
（
昭
和
三

十
五
年
五
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
三
年
七
月
五
日
農
林
省
令
第

四
九
号
）
　
抄

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
一
年
四
月
一
七
日
農
林
水
産

省
令
第
二
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
六
年
一
一
月
一
一
日
農
林
水
産

省
令
第
七
七
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
許
可
、
認
可
等
の
整
理
及
び
合
理
化
に
関
す
る
法
律

第
十
六
条
に
よ
る
改
正
前
の
養
鶏
振
興
法
第
十
三
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
平
成
六
年
七
月
一
日
か
ら
同
年
十

一
月
十
日
ま
で
に
係
る
事
項
の
報
告
に
つ
い
て
は
、
同

年
十
二
月
十
日
ま
で
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

附
　
則
　
（
平
成
一
一
年
一
月
一
一
日
農
林
水
産

省
令
第
一
号
）
　
抄

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
土
地
改
良
法
施
行
規

則
、
獣
医
師
法
施
行
規
則
、
家
畜
等
の
無
償
貸
付
及
び

譲
与
等
に
関
す
る
省
令
、
肥
料
取
締
法
施
行
規
則
、
病

菌
害
虫
防
除
用
機
具
貸
付
規
則
、
植
物
防
疫
法
施
行
規

則
、
家
畜
改
良
増
殖
法
施
行
規
則
、
犬
の
輸
出
入
検
疫

規
則
、
農
薬
取
締
法
施
行
規
則
、
農
産
物
検
査
法
施
行

規
則
、
家
畜
伝
染
病
予
防
法
施
行
規
則
、
専
門
技
術
員

資
格
試
験
等
に
関
す
る
省
令
、
農
業
機
械
化
促
進
法
施

行
規
則
、
養
鶏
振
興
法
施
行
規
則
、
日
本
国
と
大
韓
民

国
と
の
間
の
漁
業
に
関
す
る
協
定
第
二
条
の
共
同
規
制

水
域
等
に
お
け
る
さ
ば
つ
り
漁
業
及
び
沿
岸
漁
業
等
の

取
締
り
に
関
す
る
省
令
、
林
業
種
苗
法
施
行
規
則
、
卸

売
市
場
法
施
行
規
則
、
漁
業
操
業
に
関
す
る
日
本
国
政

府
と
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
社
会
主
義
共
和
国
連
邦
政
府
と
の
間

の
協
定
第
一
条
１
の
日
本
国
沿
岸
の
地
先
沖
合
の
公
海

水
域
に
お
け
る
漁
業
の
操
業
の
調
整
に
関
す
る
省
令
、

分
収
林
特
別
措
置
法
施
行
規
則
、
農
林
水
産
省
関
係
研

究
交
流
促
進
法
施
行
規
則
、
ア
リ
モ
ド
キ
ゾ
ウ
ム
シ
の

緊
急
防
除
に
関
す
る
省
令
、
牛
及
び
豚
の
う
ち
純
粋
種

の
繁
殖
用
の
も
の
並
び
に
無
税
を
適
用
す
る
馬
の
証
明

書
の
発
給
に
関
す
る
省
令
、
野
菜
栽
培
用
の
豆
の
証
明

書
の
発
給
に
関
す
る
省
令
、
ナ
シ
枝
枯
細
菌
病
菌
の
緊

急
防
除
を
行
う
た
め
に
必
要
な
措
置
に
関
す
る
省
令
及

び
イ
モ
ゾ
ウ
ム
シ
の
緊
急
防
除
に
関
す
る
省
令
（
以
下

「
関
係
省
令
」
と
い
う
。
）
に
規
定
す
る
様
式
に
よ
る
書

面
は
、
平
成
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
、
こ

れ
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４
　
平
成
十
一
年
三
月
三
十
一
日
以
前
に
使
用
さ
れ
た
こ

の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
関
係
省
令
に
規
定
す
る
様
式

に
よ
る
書
面
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
関
係
省

令
に
規
定
す
る
様
式
に
よ
る
書
面
と
み
な
す
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
一
月
三
一
日
農
林
水
産

省
令
第
五
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施

行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
一
二
月
二
一
日
農
林
水
産

省
令
第
八
三
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

1



（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に

よ
る
改
正
前
の
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と

い
う
。
）
に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省

令
に
よ
る
改
正
後
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用

紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

別
表

　
事項
と
さ
か

顔

眼

じ
だ

肉垂

く
ち

ば
し

羽
装

羽毛
翼

品
種

単
冠

白
色

レ
グ

ホ
ー

ン
種

１

　

側

枝

又

は

魚

尾

冠

が

著

し

く

な

い

こ

と
。

２

　

雄

に

あ

つ

て

は

、

倒

冠

が

著

し

く

な

い

こ

と
。

１　鮮赤色２　単冠

１　鮮赤色２　著しく異色でないこと
。

１　赤栗色２　著しく異色でないこと
。

エナメル白色

著しく異色でないこと。

１　鮮赤色２　著しく不正形でないこと。

黄色
不正形でないこと。
白色
刺毛がないこと。
１　著しく異色でないこと。２　雄にあつては、著しく雌の羽装に近いもので

逆毛又はほつれ毛でないこと。
主翼欠損、破れ翼又は無翼域でないこと。

横
は

ん
プ

リ
マ

ス
ロ

ツ
ク

種

側

枝

、

倒

冠

又

は

魚

尾

冠

が

著

し

く

な

い

こ

と

。

鮮赤色

暗黄色

黒白横はん
刺毛が著しくないこと。

単
冠

ロ
ー

ド
ア

イ
ラ

ン
ド

レ
ツ

ド
種

赤角色

濃暗赤色

ニ
ユ

ー
ハ

ン
プ

シ
ヤ

ー
種

赤栗色

ないこと。３　裸性でないこと。

名
古

屋
種

淡黄褐色

バフ色

三
河

種

１

　

側

枝

又

は

魚

尾

冠

が

著

し

く

な

い

こ

と
。

２

　

雄

に

あ

つ

て

は

、

倒

冠

が

著

し

く

な

い

こ

と
。

白色

淡黄色

淡黄バフ色

　　
事項
尾

背
胸
す
ね
及
び

ゆ
び

け

づ

め

つめ

あしのうら

　

品
種

単
冠

白
色

レ
グ

ホ
ー

ン
種

１　著しくすね尾でないこ

不正形でないこと。
りゆう骨曲りが著しくないこ
黄色

１
　
著

し
く
異

色
で
な

い
こ
と

。２
　
重

複

多

し趾
、
短

し趾
又
は

ゆ
び
曲

り
で
な

い
こ
と

。

１

　

雄

に

あ

つ

て
は
、

け

づ

め

の

伸

び

が

著

し

く

不

十

分

で

な

い

こ
と
。

無そ
う爪性でないこと

。
遺伝性し

よ蹠異常でないこと
。

横
は

ん
プ

リ
マ

ス
ロ

ツ
ク

種

暗黄色

単
冠

ロ
ー

ド
ア

イ
ラ

ン
ド

レ
ツ

ド
種

と。２　無尾でないこと。

と。
赤褐色をおびる濃黄色

３
　
か

も
あ
し

で
な
い

こ
と
。

４
　

け
い脛

羽
又
は

し趾
羽
が

著
し
く

な
い
こ

と
。

５
　
み

ず
か
き

が
な
い

こ
と
。

６
　
ク

リ
ー
パ

ー
性
で

な
い
こ

と
。

２

　

雌

に

あ

つ

て
は
、

け

づ

め

の

伸

び

が

著

し

く

な

い

こ
と
。

ニ
ユ

ー
ハ

ン
プ

シ
ヤ

ー
種

名
古

屋
種

鉛色

三
河

種

淡黄色

別
記
様
式
第
１
号

１ 種卵に附する場合

備考

品種を示す記号は，次のとおりとする。

⑴ 同一の品種の雄及び雌の交配に係る種卵にあつては，次の表の左欄に掲

げる品種につき，それぞれ同表の右欄に掲げる記号とする。

単冠白色レグホーン種 Ｌ

黄はんプリマスロツク種 Ｐ

単冠ロードアイランドレツド種 Ｒ

ニユーハンプシヤー種 Ｈ

名古屋種 Ｎ

三河種 Ｍ

⑵ 異なる品種の雄及び雌の交配に係る種卵にあつては，次の例によるそれ

ぞれの品種の鶏の交配を示す記号とする

例 単冠白色レグホーン種の雄と黄はんプリマスロツク種の雌との交配

に係る種卵の場合

Ｌ × Ｐ

２ 容器包装に附する場合

2



備考

品種を示す略号は，次のとおりとする。

⑴ 同一の品種の雄及び雌の交配に係る種卵にあつては，次の表の左欄に掲

げる品種につき，それぞれ同表の右欄に掲げる略号とする。

単冠白色レグホーン種 白レグ

黄はんプリマスロツク種 黄はんロツク

単冠ロードアイランドレツド種 ロード

ニユーハンプシヤー種 ニユーハンプ

名古屋種 名古屋

三河種 三河

⑵ 異なる品種の雄及び雌の交配に係る種卵にあつては，次の例によるそれ

ぞれの品種の鶏の交配を示す略号とする

例 単冠白色レグホーン種の雄と黄はんプリマスロツク種の雌との交

配に係る種卵の場合 白レグ×黄はんロツク

様
式
第
２
号

１ 鶏のひなに附する場合

備考

品種を示す記号については，様式第１号の１の備考を準用する。

２ 容器包装に附する場合

備考

品種を示す略号については，様式第１号の２の備考を準用する。

様
式
第
３
号

様式第３号

標 準 鶏 認 定 申 請 書

年 月 日

都道府県知事 殿

住 所

氏名又は名称及び代表者氏名

下記の鶏について標準鶏の認定を受けたいので，養鶏振興法第５条第１項の規定

により申請します。

記

認定を希望する鶏を飼 管理責任者
品 種 性 羽 数 備 考

養する施設の所在地 氏 名

計

様
式
第
４
号

備考

品種を示す記号については，様式第１号の１の備考の⑴を準用する。

3



様
式
第
５
号

様式第５号

ふ 化 業 者 登 録 申 請 書

年 月 日

都道府県知事 殿

住 所

氏名又は名称及び代表者氏名

養鶏振興法第７条第２項の規定により，ふ化業者の登録を受けたいので，下記によ

り申請します。

記

１ 氏名及び住所（法人にあつては，その名称，住所並びにその代表者の氏名及び当

該業務を執行する役員の氏名）

２ ふ化場の名称及びその所在地

３ ふ化場の施設

（１） ふ卵舎の規模及び構造

（２） ふ卵器

型 式 名 種 卵 収 容 能 力 台 数 備 考

（３） 消毒用施設

４ ふ化に常時従事する者

氏 名 生 年 月 日 経 験 の 期 間 備 考

５ ふ化場の施設の配置状況

備考 １ ふ化場が２個所以上ある場合は，２から５までを別紙としてふ化場ごとに

記載すること。

， 。２ ４の表の経験の期間の欄には 種卵のふ化に従事した期間を記載すること

様
式
第
６
号

様式第６号

１ 住所地を管轄する都道府県知事に提出する場合

ふ化業者登録申請事項変更届

年 月 日

都道府県知事 殿

住 所

氏名又は名称及び代表者氏名

１ 登録番号

２ 登録年月日

上記の登録に係る登録申請事項に下記のとおり変更があつたので，養鶏振興法

第９条第１項の規定により届け出ます。

記

１ 変更した事項

２ 変更年月日

３ 変更の理由

２ ふ化場の所在地を管轄する都道府県知事に提出する場合（住所地を管轄する

都道府県知事に提出する場合を除く。）

ふ化場確認申請事項変更届

年 月 日

都道府県知事 殿

住 所

氏名又は名称及び代表者氏名

ふ化場の名称及び所在地

１ 登録番号

２ 登録年月日

上記の登録に係るふ化場確認申請事項に下記のとおり変更があつたので，養鶏

振興法第９条第１項の規定により届け出ます。

記

１ 変更した事項

２ 変更年月日

３ 変更の理由
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